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［要旨］ギンネム、モクマオウなどの外来植物の侵入が、乾性低木林などの稀少固有種の多くを

含む在来植生に及ぼす影響とそのメカニズムを解明する。また、これらの外来生物の排除がその

後の植生変化に及ぼす影響を予測する。これらに基づいて外来植物の適切な管理手法およびその

後の植生回復手法について検討する。また、今後の外来植物の小笠原への導入における検疫シス

テムを確立するために、他の海洋島で用いられている有害植物リスク評価システムの適用の可能

性について検討する。さらに、外来植物の遺伝的攪乱の可能性について検討した。 

攪乱跡におけるギンネムの侵入は、種子供給源からの距離と草本植生の構造に依存していた。

侵入したギンネムは、その後の在来木本種の定着を阻害する可能性があることが示唆された。 

モクマオウが侵入した林分では、大量のリターフォールによって形成された厚いリター層が在

来木本種の定着を物理的に阻害し、その結果、林床において在来木本種の稚樹が欠如している可

能性が示された。また、モクマオウの駆除に必要な最適薬剤量を明らかにした。さらに、駆除を

行わないでモクマオウ林において在来木本種の定着が可能であることを明らかにした。 

有害植物リスク評価システムを過去に小笠原に意図的に導入された植物種に適用し、小笠原へ

の外来植物の導入における検疫システムとして活用できることを示した。 

父島に植栽されている琉球産のセンダンと小笠原在来のセンダンの間で遺伝的攪乱の可能性は

低いことが明らかになった。 
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１．はじめに 

小笠原諸島の尾根や台地の緩斜面に広がる乾性低木林は、小笠原諸島の中でも最も種多様性が

高く、固有種の宝庫である1)。しかし、外来植物が次第に侵略しつつあるとともに、ノヤギやクマ

ネズミなどの外来動物による食害の影響により、多くの固有植物が絶滅の危機に瀕し、乾性低木

林の固有の生態系が劣化している2)。現在、兄島や父島の乾性低木林において、これらの外来生物

の駆除、抑制が進められているが、固有植物種の中には個体群の回復がほとんど進まないものが

あることがこれまでの研究により明らかにされつつある。このような回復の欠如の原因の1つとし

て、外来植物の侵入が挙げられる。外来動物などによって攪乱を受けた場所では、外来植物の侵
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